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「くしろエコ・フェア２０２２」 

くしろエコ・フェア実行委員長 田丸典彦 
 

２０２２年の「くしろエコ・フェア」は、皆様のご協力

を得て無事開催できましたことに、心から感謝申し上げ

ます。新型コロナ感染拡大の影響から、ほぼ３年間、多く

の市民活動が抑制・自粛を余儀なくされる中、私たちも 

２０２０年、２０２１年の２年間エコ・フェア開催を控え

てまいりました。しかし、増大する環境問題の重要性と市

民活動の発表の場である「くしろエコ・フェア」の継続性を維持するため、今年

は、コロナ禍でも可能な取り組み方法を検討することとしました 

２０２２年のエコ・フェアはコロナ対策としてパネル発表を主とし、開催時期

は従来の国際環境月間の６月にこだわらず、環境に関する多くの目標を掲げて

いる SDGs に賛同して、国連総会開催直後の１０月１日とし「SDGs の視点から」

を副題として加えることとしました。開催場所は、釧路市中央図書館のご協力を

得て、同館の多目的ホールと展示室を展示会場としました。 

また、次世代を担う子どもたちには、環境についての関心を深めてもらうため、

継続した取り組みとして、エコポスターを募集しました。 

３年ぶりの開催となりましたが、参加団体や協賛企業もこれまでとほぼ同様

で、当日はコロナ禍にもかかわらず、１００名余の参加者がありました。 

「くしろエコ・フェア」は自然と人にやさしい、持続可能な地域社会とはどの

ようなものか、そのような課題を市民とともに考える場として２００７年に発

足しました。以後、自然環境、生活環境に関わる団体・個人・行政が、身の丈に

合った日頃の活動を持ち寄り、発表する行事として継続、開催してまいりました。 

さて、今年は、感染症コロナの終息が見通せないまま、また、人類最大の環境

破壊行為である戦争が止まない中での開催となりました。人類の生産活動に起

因する気候変動やプラスチックによる海洋汚染も明らかになってきました、多

くの人々が、現在の進行する環境破壊に素朴で率直な危機感を抱いています。環

境にかかわる課題は複雑で多くの時を必要としますが、問題意識を失わないこ

とこそが大切なことと思います。 

私たちのささやかな取り組みが、環境にやさしい持続可能な地域社会作りに

少しでも貢献できることを願い、実行委員会からのご挨拶といたします。 







みんなでめざそうゼロカーボン 

（SDGs番号 13） 

北海道釧路総合振興局 

 

北海道釧路総合振興局では、SDGs番号 13「気候変動に具体的な対策を」の

視点から、地球温暖化のメカニズムに関するパネル展示、それに伴うクイズ、

エコバッグの配布を行いました。 

 

【パネル展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のパネル展示では、地球温暖化の

メカニズムについて、小さな子供でも理

解が出来るようなイラストを用いたパネ

ルを展示しました。 

地球温暖化の原因は何なのか、地球温

暖化が進むことで、我々にはどのような

影響があるのか、地球温暖化を食い止め

るには、どうしたらよいのか。 

こういったことについて、大人から小

さな子供まで、考えるきっかけとなれば

良いなと思っております。 

 



【クイズラリー】 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

【エコバッグ配布】  

 

 

  

 

 

 

 

排出量 吸収量 

 

 

クイズラリーでは、展示したパネルの

内容を理解すれば、答えがわかるような

ゼロカーボンに関するクイズを作成し

ました。 

ゼロカーボンとは、温室効果ガスの排

出量をゼロにするのではなく、温室効果

ガスの排出量と森林などによる吸収量

を、同じにする。というところがポイン

トです。 

排出量を減らすだけではなく、吸収量

も増やしていく必要があるんですね。 

 

振興局ブースに来ていただいた方に、

エコバッグの配布も行いました。 

こういった普及活動を通して、エコバ

ッグの使用が浸透していけばと良いな

と思います。 

 



 

  

釧路市役所環境保全課 

くしろエコ・フェア２０２２への参加報告 

展示内容 

 展示したパネルは、一人ひとりが取り組むことのできる「ゼロカーボンアクション」の

パネル１枚、令和 4年 3月と 7月にゼロカーボンパークに登録された、阿寒摩周国立公園

と釧路湿原国立公園の取組に関するパネル３枚の合計 4枚です。 

 今年のエコ・フェアは、主に環境分野に関わる SDGｓ目標をテーマとしていたことから 

釧路市環境保全課では、13番「気候変動に具体的な対策を」に関わるパネル展示をおこな

いました。 

 そのほか、パネルで見た内容を家で実

践できるように、取り組みやすいゼロカ

ーボンアクションをまとめたチラシや、

釧路湿原に関するパンフレット等を配布

しました。 

 たくさんの方々にパネルをみていただ

き、パンフレットを手に取っていただけ

ました！ 



 

 

 

 

 

 

 

●環境保全課・環境事業課公式インスタグラムについて 

投 稿 数：219件 

フォロワー：504人（12月 1日時点） 

 

←釧路市動物園のシロクマ、ミルクのイラストを使用した 

アイコンが目印です！ 

ご家庭で取り組める節電や省エネのことから身近なごみ

のことまで、環境に関する情報を幅広く発信しています。 

気軽に情報に触れることができるので、ぜひ QRコードか

らアカウントを覗いてみてください！ 

例年、６月の環境月間にあわせて、「環境月間パネル展」

を開催しています。令和 4年度は、5月～6月にかけて、 

１週間ごとに市内７施設をめぐるパネル展を開催しました。 

 

このように市などが開催する、環境に関するイベント情報

なども、インスタグラムでお知らせしています。 

●イベント情報の発信もしています 

 釧路市環境保全課では、令和３年８月よりインスタグラムを活用した環境に関する情報

発信に取り組んでいます。このエコ・フェア参加報告の場を借りて、公式インスタグラム

の概要についてご紹介したいと思います。 

環境に関する情報発信について 

釧路市役所環境保全課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路湿原を知る、学ぶ、楽しむ 

「こんな取り組みご存知ですか」 

【展示内容】 

●「釧路湿原自然再生事業地現地見学会」ポスター展 

●ワンダグリンダプロジェクト参加団体紹介 

●湿原クラフト「湿原のなかまたち」展 

 

■SDGs 番号■ 4、15 

団体名：釧路湿原自然再生協議会 再生普及行動計画オフィス 

    辻野 正（ワンダグリンダプロジェクト） 

より多くの人に湿原の楽しさや魅力、価値を知っていただ

き、そこからまた新たな学びや参加・行動が生まれるよう、

湿原に関わる多様な活動を情報発信いたしました。これまで

湿原にあまり関りを持っていない方々との新たなつながり

や活動、協力が生まれていくことを目指します。 

■ワンダグリンダ・プロジェクト 

 参加団体活動紹介 

ワンダグリンダ・プロジェクトは、湿原につ

ながりのある様々な取り組みからなる地域

と自然再生をつなぐ「釧路湿原の応援団」で

す。多種多様な活動を多くの方々に知っても

らい、釧路湿原とみなさんの距離が近づくき

っかけになればと願っています。 

■市民参加の機会づくり～ 再生事業地見学会の開催 

地域・市民のみなさんを対象に、楽しみながら再生事業についての理解を深めていただけるよう、

毎年開催している事業地ごとの多様なイベントを紹介いたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クイズの出題】 

「シマエナガ」は卵をい

くつ産むでしょう？ 

■湿原クラフト（湿原のなかまたち） 

釧路湿原に生息する野生種は、ほ乳類２６種、鳥類約１

７５種、昆虫類約１１５０種、両生類９種、魚類３５種、

植物約６００種が記録されています。私感により生きて

いる様を紙という人工物で種を表現して家族のように

「なかまたち」と称して紹介しています。様々な参考資料

を集めいろいろ工夫しています。 

今にも動き出しそうな様子が堪能できれば幸いです。 

 
■湿原クラフトのあゆみ 

  
ペーパークラフトを作るきっかけから現
在に至るまでを紹介しました。エコ・フェ
アに集う方々が楽しみにしてくださるの
を励みに、新しい作品を考え続けて十数
年がたちました。 
エコ・フェアにより私の作品のレベル

が向上したことは過言ではありません。 
今後も現状に合った活動を続けて行き

たいと思います。 

■湿原クラフト作成行程 
 

ペーパークラフトを考案する人は皆、

「作っては壊し修正」、「作っては壊し

修正」の繰り返しをして一つの製品の

完成にこぎつける訳ですが。   

自分は、「１枚の紙でゴミを出さな

い」を拘りとしています。 

今回の題目は、「シマエナガ」ですが、

かわいいとは何か？から始まり「まる

み」・「ふっくら」を考慮しての作品です

が上手く表現出来たかな？ 

湿原クラフト作家：辻野正 



くしろエコ・フェア 2022  

釧路ガス株式会社 

SDGs番号：未設定【環境問題側面の貢献で】 

 

くしろエコ・フェア 2022に参加させて頂きました。 

釧路ガスでは家庭用燃料電池『エネファーム』についての展示パネルとカタログ、 

お子さま向けのノベルティをご用意しました。 

『エネファーム』に関しては使用するだけで年間の CO2を 1.5トンも削減でき、環

境に貢献できるという事、ランニングコストのメリット面、災害等の非常時対応など

のお話をご紹介致しました。 

 
 

 
 

どうしてもイベントを行うときは「販売ベース」のお話をすることが多くなってしま

いますが、今回のエコ・フェアでは「幅広い世代への周知活動」を行うことが出来て

大変貴重な場となりました。ありがとうございました！ 



◎そもそもエネファームって！？ 皆さんご存知でしょうか？？ 

今回、この場をお借りしましてご説明したいと思います。 

 

★ガスマイホーム発電の考えとは！？ 

【エネルギーを使う場所（家）で電気を作ることで、同時に発生する熱もその場

で使い切る！】というコンセプトになります。 

ガスマイホーム発電の家が更に釧路で広がる事によって、環境への配慮、そして

各家庭が分散型電源を持つことによって、有事の際にも備えることが出来る等、

たくさんのメリットをこれからも周知活動をしていく必要性を感じております。 

次年度も継続して活動を続けていきたいと思っております。 



地球を浄化するキノコの力 

        釧路キノコの会 （SDGｓ１２，１５） 

はじめに、コロナ禍での『エコ・フェア２０２２』の開催にご尽力くださいました実行 

委員会の皆様や参加団体の皆様大変お疲れさまでした。 

 釧路キノコの会もここ 3 年程の間、いつかは通常通りの活動ができるようになるだろう 

と思いながら、会員のみで細々と観察会だけを行ってきました。 

 もう大勢での展示会や観察会はできないのでは、という不安が少なからずあった中での 

『エコ・フェア２０２２』の開催とそれに参加できたことは、私たちにとっての大変大き 

な希望になりました。 

 本当にありがとうございました。 

 

 キノコの会今年のテーマは『地球を浄化するキノコの力』にしました。 

例年、森の再生などを主なテーマにしてきましたが、今年は『SDGｓ１７の目標』のい 

くつかに沿った内容ということでこのような展示になりました。 

 

 

 

私たちは、日頃キノコの会の観察会や個人的なキノコ採りを通して、キノコが森林に対 

し大変重要な役割を担っていることなど、自然界の様々なことを学ぶことができていると 

思っています。 



キノコを採って食べる事は楽しいし、美味しくて幸せな気分になれるのですが、キノコ 

はそれ以外にもっとすごい力を秘めているという事などを紹介したいという思いで、 

『キノコは美味しいばかりではありません』をサブタイトルにしました。 

① ダイオキシン類を分解して汚染された土壌を、もとのきれいな土壌に戻す力のある菌類         

があること         

ダイオキシン類の分解に用いられるのは、キノコの菌床栽培に利用され廃棄されるよう

な菌床であること。 

分解された後の廃棄物は、他の養分も含まれているので、植物の培養土としてすぐに使

用することも可能であること。 

② まだ実用化されてはいないが、プラスチックを分解する菌類が見つかったこと。 

③ 菌類の菌糸を利用して、発泡スチロールなどの緩衝材の代わりにできるということ。 

④ カワラタケなどの菌糸から出る酵素で、イペリット（マスタードガス）という毒ガスを

分解、無害化ができるということ。 

 これらの事が SDGｓ１７の目標の１２『使う責任、作る責任』や、１５『陸の豊か 

さを守ろう』という目標に沿ったものになっていると思います。 

 

キノコの会の活動について 

  キノコ観察会 

6月から１０月までの間に毎月１回くらいのキノコ観察会を行っています。 

次年度からは、以前のように一般の方にも参加してもらえたらと思っています。 

場所は主に釧路町別保の森林公園ですが、オンネトーや川湯仁伏に行く事もあります。 

  キノコ＆キノコの写真展示会 

キノコのハイシーズンにあたる９月に、キノコの展示と会員の撮ったキノコの写真を展 

示して市民の皆さんに見ていただく企画です。 

会場で展示キノコの説明や、わかる範囲での不明菌の同定なども行う予定です。 

２０２３年は 9月９日（土）・10日（日）  

場所 生涯学習センター（まなぼっと）を予定しています。 

その他にも、釧路町別保小学校の３年生総合の時間に、キノコの探検と題した授業で子供

たちと触れ合い、キノコ関する基礎知識を説明し、一緒に森林公園でキノコを探すようなこ

とを、ここ数年にわたって続けてきました。 

  キノコの会今後の活動について  

キノコというと食か、毒かという点に目が行きがちで、色々な場面で質問されるのが 

『このキノコ食べれる？』という質問です。 

食用キノコはまちがいなくうまいです。 

でもそれ以外にも『こんな魅力があるんですよ』という事などにも、もっと多くの人たちに

興味を持ってもらえるように観察会、展示会を通じて発信していきたいと思っています。 



釧路のジオスポット 春採太郎とは 
        

                 釧路の魅力を創る会 （ＳＤＧｓ 目標 11） 

 

くしろエコ・フェア２０２２にご参加の皆様、大変お疲れ様でした。 

今年度は、副題が「ＳＤＧｓの視点から」との事でしたのとで、市の指定文化財にな

っている天然記念物（春採太郎）の理解を深めていただく為の情報提供と自然体験の活

動（見学会）のパネル展示をさせて頂きました。 

 

砂岩脈（サンド・ストーン・ダイク） 

春採太郎  

砂岩脈（サンド・ストーン・ダイク）  

石炭が生成された古第三紀(約 3,800 万年前) 

に、亀裂 が生じて上から砂が入って固まった

もので「春採太郎」の愛称で親しまれていま

す。 このような砂岩脈は、釧路では知人岬 か

ら厚岸湾までの海岸に、大小 100 本以上あり

ます。それらの岩脈の厚さは 一般に 10 ㎝以

下で、1ｍを超えるものはほとんど見られませ

ん。しかしこの春採太郎は、幅 約 4ｍ、陸地

と海底を合せた延長が数㎞、上下方向 300 ｍ

に及び、まさにその規模は日本一です。 

釧路市の文化財 記念物 

市指定天然記念物（昭和 50年 1月 12日） 

釧路市教育委員会 発行（令和 2年 9月） 

                           釧路市 文化財マップより  



ＳＤＧｓとの関わり 

  

ＳＤＧｓの目標１１（ 住み続けられるまちづくりを）の ターゲット４に（世界の文

化遺産および自然遺産の保全・開発制限取り組みを強化する。）とあり、 

釧路市では、本市には指定文化財となっている多くの史跡や天然記念物等が自然と 

一体となっており、これらに身近にふれあうことができます。  

私たちに安らぎを与えてくれるその歴史・文化的環境を良好な状態で保全し、今後も 

活用していくため、環境整備や情報発信に努める必要があります。  

釧路市市民環境部環境保全課 発行   

                   2次釧路市環境基本計画 令和３年（２０２１年）３月発行より  

 

 見学会の記録                

 

釧路の魅力を創る会では、毎年５月頃に釧路市の興津の海岸の壁面に露出している 

砂岩脈〈春採太郎〉の見学を行っています。 

２０２２年は新型コロナウイルスの影響もあり、 

マスク着用 少人数 にて３回の見学会を行うことができました。  

２０２２年 

      天気 

天候 気温 毎時推定潮位 

09時/12時 09時/12時 09時/10時/11時 

１回目 5月 31日 曇り/曇り 9.5℃/11.6℃ 7㎝/4㎝/13㎝ 

２回目 6月 16日 雨/曇り 14.4℃/14.3℃ -1㎝/-14㎝/-13㎝ 

３回目 7月 15日 雨/曇り 18.0℃/19.6℃ 2㎝/-10㎝/-8㎝ 

① 2022/05/31（春採次郎）        ② 2022/06/16（春採大滝） ③ 2022/07/15（春採太郎） 



本年 1 月 4 日鮭の発眼卵から 5 月 5 日の放流式までの記録写真展示 

 
釧路シャケの会  

ＳＤＧｓ14.「海の豊かさを守ろう」，15.「陸の豊かさを守ろう」 

 

屈斜路湖を源とする釧路川は現在新釧路川を通り太平洋に流れています。 

私たち釧路シャケの会は釧路川が現在閉ざされている岩保木水門の一部を開け、幣舞橋を通り太

平洋へと流れる以前の川に戻す事を目標に活動を行っております。その一環として、今年度は芦別

ふ化場より発眼卵（鮭の卵）を１５，０００粒譲り受け当会の水槽と市民の団体、個人の人々が水

道水で稚魚に成長するまで育て 5 月 5 日に一緒に釧路川に放流し，4 年後に釧路川に戻り釧路湿

原で自然産卵をする命の循環を次世代の方々に伝えたいと思い活動しています。 

 

 

写真展示の詳細 

① 2022 年 1月４日 水温５℃ 芦別ふ化場から発眼卵１５，０００粒譲り受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 2022年 1月 20日  水温 5℃ 発眼卵がほぼ孵化する。 

 

③ 2022年 3月 26日 水温 9℃ さいのうが取れ稚魚の一部が浮上する。 

   

④ 2022年 4月 13日 水温 13℃ 稚魚の体長が５ｃｍ以上に成長する。   

  

⑤ 20２２年 5月 5日 水温１１℃ 放流当日、材木町の水槽からバケツに里親が育て

た稚魚と当会が育てた稚魚を移しトラックにて材木町の釧路マリーナ横の船揚げ場

から当日直接持参された里親と共に釧路川へ放流する。 

         



タンチョウの魅力や保護活動を伝える 

 

(公財)日本野鳥の会  

         鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ 

              （ ＳＤＧＳ 目標 15 ） 

 

 

 今年度は、展示スペースの関係と開催日が 10 月 1 日で当施設の今シーズン

の開館日初日と重なったため、パネル出展のみで当日も無人とさせていただき

ました。例年好評をいただいていた「タンチョウの実物大の巣のクッション＆親

鳥＆ヒナのぬいぐるみ」※親鳥は重さも本物と同じ！ や本物の羽を使ったパ

フォーマンスもお休みです。パネルは当施設の概要と、日本野鳥の会のタンチョ

ウ保護活動のうち、普及活動についての 2 枚を掲示させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自由に持ち帰れる資料として、施設パンフレットやタンチョウのガイドブ

ック、2019 年度から 2021 年度までの活動報告書などを机上に置きました。 

 

●ＳＤＧＳとの関わり 

 ＳＤＧＳの目標１５（陸の豊かさも守ろう）のターゲット 5 に、（生物多様性 

の損失を阻止し、絶滅危惧種を保護し、絶滅防止するための緊急かつ意味のある 

対策を講じる。）とあります。釧路の人達にとりタンチョウは、地元の農家さん 

や小学校などでの給餌により絶滅の淵から回復してきた経緯があり、また釧路 

湿原を代表する野生動物として、世界中から観光客が訪れる、地域の誇りです。 

 タンチョウは現在、絶滅危惧のランクは一段階下がりましたが、越冬期に給餌 

場周辺への過密集中による鳥インフルエンザなどの伝染病の蔓延のリスクや、 

給餌による人馴れで、農業被害や交通事故などの問題も発生し、人と野生動物の 

共生の難しさにも直面しています。保護活動は、「個体数の回復」から「給餌に 

頼らず本来の自然環境で暮らせる個体が増えること」という次の段階を目指し、 

関係者による取り組みが続きます。 
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 今回は初めての図書館開催ということで、各ブー

スの大きさに制限のある中、壁面で多くの面積を使

わせていただき、ありがとうございました。新作は

ないのですが、以前には面積的な制約から展示でき

なかったパネルも張り出すことができました。 

 

 有害物・科学と疑似科学・原発・公害を扱ってい

ますが、自分で書くよりも説得力を持たせるために、

新聞記事を極力使うようにしています。ただ、最近

は新聞も環境にかかわることというのは載せなく

なってきていて、少し困っているところです。 

 

 例えば、新聞やテレビのニュースショ

ーでは見ないことが、ネットニュースに

は出る、ということがあります。 

 「ぴちょんくん」というキャラクター

でエアコンの CM を出していた「ダイキン工業株式

会社」という会社があります。エアコンだけではな

く様々な工業製品、化学工業を担っているようです。

大阪・摂津市の工場で、PFOSという物質を漏らして

いたことがわかりました。 

 PFOS(ピーフォスと読む)・PFOA(ピーフォア)は、

テフロン加工の際に使われる物質で、発がん性・生

殖毒性・肝毒性・発達障害への危険性があるのでは、

とみられているものです。（PFOS～ペルフルオロオ

クタンスルホン酸、PFOA～ペルフルオロオクタン酸） 

 

 水道水には入りませんでしたが、地下水を汚染し、

家庭菜園で作物を作って食べていた人の体に入り

込んでいることがわかりました。毒性の強さは多く

のデータが必要で、まだはっきりとはしていないよ

うですが、これもお決まりのように、いつどのよう

にどれくらい排出されたかは隠蔽されたままのよ

うです。今はネット上のニュース（Tansa・2021 年）

だけの報道のようですが、報道の広がりを見せて、

ダイキンの責任を問うことになっていけばいいの

になあ、と思います。21 世紀になってもいまだに

「作る責任」というものが定着していないのだ、と

思わせる事件です。過去には足尾鉱毒事件・水俣病

事件・カドミウムや PCB 汚染、そのほかにも多くあ

ったのに、素人には分からずにどうしようもないこ

とは、やはり「作る側」の責任において被害を出さ

ないことを徹底してもらいたいものです。 

 
 2006年以降、巣から蜜蜂がいなくなってしまう蜂

群崩壊という現象が世界的に起き、様々な仮説が立

てられました。寄生虫・病原菌・ウイルス…、どれ

も決定的な証拠は見つかりませんでした。「ネオニ

コチノイド系の農薬」を原因とする論文が現れ、予

防原則的に何種類かの農薬をヨーロッパでは使用

禁止にしました。日本では残留値が多くてもいい法

律になっています。ヨーロッパのその後、日本(基

準値が高くても実際そこまで作物に含まれるかさ

え分かりませんが)との比較、アメリカのその後、

続報がありません。 

 

 除草剤グリホサート(商品名ラウンド

アップなど)が悪性リンパ腫を引き起こ

したとするアメリカの裁判で、バイエル

社(旧モンサント社を買収)が敗訴しま



した。しかし今でも日本では売られています。除草

剤や農薬の輸入は、他国に比べ日本と韓国が圧倒的

に多いのです。強い国には逆らえないお国柄という

ことでしょうか。日本産を安全だからという理由で

買う人も多いかと思いますが、これからは外国産、

ほかの国の言うことを聞かなくてもいい国のほう

が残留農薬は少なくなるかもしれません。 

 実名を明かすと危険なためか、農薬の空中散布で、

幼稚園児の描く絵に退行が見られた、というネット

情報もあります。信憑性の確認が取れないものの、

発達障害への危惧があるなら、農薬の種類・量・散

布の方法を変えていく必要があると思います。 

 

 温暖化の原因が二酸化炭素である、という言説が

主流になってしまいました。それは違うだろう、と

いうことを 2007 年の第一回エコフェアから訴えて

きたのですが、何か大きな力があるのでしょうか、

科学的根拠の希薄な説が世の中に広がっているよ

うです。 

 今は、二酸化炭素がどのように地球を温暖化する

のかという解説は全くありません。二酸化炭素が原

因というのはおかしいという科学者の説に対し、納

得できる反論のないままに数で押し切った感があ

ります。 

●気温上昇の後に二酸化炭素が増えていること

（二酸化炭素が原因ではなく気温上昇の方が原因

で、二酸化炭素を湧き出させている）。これに対す

る明確な反証が見られない。 ●二酸化炭素が増え

ると金星のような高温（400℃）の惑星になるとい

うが、火星大気も二酸化炭素が９５％を超えるのに

寒冷な惑星であることをどう説明するのか。 ●気

象というのは複雑系に属するもので、二酸化炭素だ

けにその原因を求めるのは間違いではないか。(太

陽活動の変化・スベンスマルク効果の検証・地磁気

の強弱と地球に影響する太陽風の関係などなど) 

 地球が金星化しないだろうというのは、一つには

太陽からの距離です。二つには気圧の差です。火星

は地球の半分の直径で引力が小さく(地球の 38%)大

気を大量につなぎとめておけません(百分の一気

圧)。対して金星は地球と同じくらいの引力で気体

を貯めましたが、高温のため液体の水ができず、大

気が上下する「対流」がないようです。水に二酸化

炭素が溶けることもなく、生命活動(光合成・炭酸

カルシウムの殻を作る生物の活動)で二酸化炭素が

大気中から減ることもありませんでした。地球は二

酸化炭素が減って 1 気圧の惑星となったのですが、

金星は９０気圧の惑星となったのです。気体は圧縮

すると温度が高くなります。ディーゼルエンジンは

空気を 20 分の 1 まで圧縮し軽油を霧状にして吹き

付けることで点火しています。点火プラグはありま

せん。９０気圧で対流のない大気であれば気温は

400℃を超えるでしょう。それを二酸化炭素の温室

効果によるものだと説明するのは、あまりにも無理

があると思います。 

 

 SDGsの中でも取り組むべき項目はたくさんあり、

日本で特に遅れている項目について着目すべきで

す。しかし報道や企業コマーシャルで流されるもの

は圧倒的に二酸化炭素削減です。ほかの項目はまる

でないかのように、解決済みのように、無視され続

けています。農薬などの有害物質・原発の破滅性か

ら目をそらさず、環境について考えていきたいもの

です。 
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今後の活動予定け、自然体験活動を目指しなから山に苗本を植え春す。

植栽場所は、山林 86,296面です。土地所有者と交渉中で、ほぼ了解が得られました。

絶景を観なから、フランコをこぐ¨¨自然を体感するここです。

土地所有者は、了解済です、賛同者を募り取り進める予定です。

悧

引

郵

今回の開催が出来たこと、大変ありがたく思いました。今後も、皆さんのご協力と応援を

お願いいたします。 参加団体の皆さん、パネルの内容を拝見して、大変勉強になりました。



                    SDGs 15 陸の豊かさも守ろう  

美しい毒草の花  

釧路野外教育研究会  

 

釧路野外教育研究会は、例年６月に、主に釧路地域の豊富な山菜と、その山菜

と紛らわしい毒草の現物展示を行ってきました。釧路地域の豊かな自然の恵み

を知ってもらうと共に、自然には様々な危険があり、それらに注意を払いながら

自然と接して行くことの楽しさ、素晴らしさを伝えるための展示です。 

 ところで、今年は３年ぶりの開催となり、コ

ロナの影響で開催時期も１０月となり、これま

での春の山菜採りの季節とは大きくかけ離れ

てしまいました。しかし、春には見ることがで

きない毒草トリカブトとイヌサフランの開花

時期と重なりました。そこで、今年は、例年展

示していた、山菜と紛らわしい毒草のパネル展

示に、鉢植えのイヌサフランの花と採取してき

たトリカブトの花にギョウジャニンニクの冬

芽の現物を加えて展示しました。 

イヌサフランの花は釧路市内でこの時期によく見かけ、気候的にも適してい

るのか、大きな株でたくさんの花を咲かせています。紫色の美しい花で、春のサ

フランの花に似ていて、サフランではないことからイヌサフランと名付けられ、

別名をコルチカムと言います。球根植物で、葉は春に出て枯れ、秋には花だけ抽

出し、机の上に置いても花が咲きます。毒素はアルカロイドで細胞分裂を妨げ、

種なしスイカの作成に関与しました。園芸作物で釧路の山には生えていません

が庭や畑に植えて、春の芽出しの時、同じ場所に植えたギョウジャニンニクと間

違えて刈取して誤食した結果、死亡事故が相次ぎました。 

トリカブトの花もきれいで、自然の

残る釧路市内や近郊で、晩夏から秋に

かけてよく見かける紫色の花です。豪

華な花のデルホニュームと同じキンポ

ウゲ科の仲間です。春の若葉が、ニリ

ンソウ（別名フクベラ、キンポウゲ科）

とよく似ており、しばしば誤食事件が

おこり、死亡事故につながります。ト

リカブトはアイヌの人々が毒矢の材料としたことで良く知られています。 

 

 



釧路野外教育研究会は毎年エコ・フェアを通して、釧路地域の素晴らしい自然

環境を紹介し、多くの方々に自然に触れ合う機会を持つよう企画しました。しか

し、今回は、毒草の花はともかくとしても、パネル展示は春の山菜を扱ったもの

で、何とも時期はずれでピンボケの感がありました。来年もこの時期に開催する

とすれば、秋に合わせた展示内容を検討しなければなりません。 

田丸 典彦 

 

今回は、コロナ禍の中

で３年ぶりに行うこと

ができた、久しぶりの

エコ・フェアでした。

エコ・フェアに参加す

る団体の皆様に、久し

ぶりにお会いすること

ができて、お話しする

ことができて良かった

なと、まず一番に思い

ました。場所も、図書

館をお借りして、パネル展示という新たな試みでしたが、想像していた以上に多

くの方々に、じっくり見ていただくことができたのではないかと、嬉しく思って

います。コロナ禍の中で、探り探りの開催となりましたが、来年度も、やり方を

模索しながら、また開催できたらと思っています。 

柴田 浩子 

 

【釧路野外教育研究会について】 

釧路野外教育研究会は、平成１２年（２０１０）に野外教育の調査・研究及び

会員相互の情報交換を推進し、野外教育の発展に寄与することを目的に発足し

ました。活動内容はキャンプ、カヌー、フィッシング、山菜採り等の自然で行わ

れる様々な実践が含まれます。すなわち、いわゆる野遊び全般です。 

ちなみに、野外教育にかかわる平成８年の文科省報告書「青少年の野外教育の

充実について」の中の解説文で「野外教育とは、自然の中で組織的、計画的に、

一定の教育目標を持って行われる自然体験活動の総称」であるとして、自然体験

活動という用語も用いられた。「自然体験活動とは，自然の中で、自然を活用し

て行われる各種活動であり、具体的には、キャンプ、ハイキング、スキー、カヌ

ーといった野外活動、動植物や星の観察といった自然・環境学習活動、自然物を

使った工作や自然の中での音楽会といった文化・芸術活動などを含んだ総合的

な活動である。したがって、野外教育は、自然体験活動を取り扱う教育領域であ

ると位置付けることもできる。」とも定義づけた。 



マリモを守る －保護と研究の取組－ 

釧路市教育委員会マリモ研究室 

SDGs番号：15 

 

ビロード状の美しい球体に育つことで知られる「阿寒湖のマリモ」は、釧路市の自然

の豊かさを表す象徴と言えるでしょう。その希少性や学術的な価値の高さから、1921年

に国の天然記念物、1952年に特別天然記念物に指定されました。本年 3月に、特別天然

記念物指定から 70 年目を迎えたことから、釧路市教育委員会では、これまでの保護の

取り組みや研究の成果などを紹介する巡回パネル展を企画し、その一環として、くしろ

エコ・フェア 2022 にマリモの生活史や生態 3 枚、マリモおよび生育地の状況 2 枚、マ

リモの保護活動 3枚、マリモの最新研究 2枚の合計 10枚のパネルを出展しました。 

 

マリモの生活史や生態のパネルでは、マリモの本体が長さ 3センチ程度の枝分かれし

た 1 本の糸のような形をしており（糸状体と呼ばれます）、皆さんがイメージする球状

のマリモは糸状体が集まって塊をつくったものであることや、岩石や貝殻にコケのよう

にくっついて生活しているマリモがいることなどを紹介しました。また、球状のマリモ

は台風通過時のような強風が発生した際に湖岸に打ち上がる場合があることや、打ち上

がったマリモはバラバラになるものの、再び湖に戻って大きく育つことなどを紹介しま

した。 

 

マリモおよび生育地の状況のパネルでは、2019 年の調査によって阿寒湖北部のチュ

ウルイ湾に約 1 億個のマリモが群生し、そのうち直径 15 センチ以上の大きなマリモは

全体の 0.1%程度（約 11 万個）という推定結果が得られたことを紹介しました。また、

チュウルイ湾では 2010 年頃から水草（沈水植物）が深所に分布を拡大し、マリモの分

布面積を縮小させるなどの問題が発生している実態を紹介しました。 

 

 マリモの保護活動のパネルでは、強風によって打ち上がったマリモを湖に戻す取り組

みや、増えすぎた水草を刈り取ることでマリモの生育環境の改善に努めていること、展

示中に破損したマリモを再生して調査研究に活用していることなどを紹介しました。こ

れらの取り組みは阿寒湖の人たちが中心となって継続されています。世界中でマリモが

消失する中、今日、マリモが阿寒湖に残っているのは、古くからマリモを守り続けてき

た阿寒湖の人たちの愛護心の賜物と言っても過言ではないでしょう。 

 

 マリモの最新研究のパネルでは、神戸大学などとの共同研究により、医療用の MRIを

使ってマリモの内部を調べたことや、これによって阿寒湖のマリモに年輪のような縞状

の構造を発見したこと、縞の間隔から阿寒湖のマリモの成長率が一年で約 1センチ程度



と推定されたことを紹介しました。また、北海道大学との共同研究により、潜水調査に

代わる新たなマリモ調査方法として、水中カメラを搭載した自律型のラジコンボートの

開発に着手していることや、水中のマリモの動きなどを長期間調べるための水中 360度

カメラを開発し、試験的に導入していることなどを紹介しました。調査の省力化・効率

化だけでなく、マリモ群落全体を面的に調査することが可能になると期待しています。 

 

 来場者の皆様に最も興味を持っていただいたパネルはマリモの最新研究でした。特に、

マリモ内部の MRI画像はインパクトがあったようで、大きなマリモの中が空洞であるこ

となど、マリモの不思議を感じて頂けたようです。観測機器の発展により、過去には調

べられなかったマリモの実態に迫ることが可能になっています。釧路市教育委員会では、

様々なテーマで大学等との共同研究を進めていますので、今後もこのような機会を通し

て紹介できればと思います。また、マリモの保護活動のパネルを見て、自分も保護活動

に参加したいといった有難いお言葉を頂きました。多くの皆様にマリモを身近な生き物

と思って頂けるよう、引き続きマリモの保護・研究活動の推進と普及に努めて参ります。 

 

 

 



「タンチョウ・レスキューの現場から  

－釧路市動物園のタンチョウ保護への取組み－」 

                   釧路市動物園ツル担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜パネル展示の様子＞ 

 

釧路市動物園ツル担当は、2022 年度のタンチョウと阿寒湖のマリモの特別天然記念物指定 70

周年記念事業（主催：釧路市教育委員会）の一環として、「タンチョウ レスキュー展」のパネル展示

を行いました。パネルを見に来て下さった来場者の方には、釧路市動物園特製の「タンチョウ横断注

意道路標識ミニマグネット」を配布し、タンチョウの交通事故防止への協力を呼びかけました。 

 「タンチョウ レスキュー展」では、野生のタンチョウたちがよく遭う事故や、釧路市動物園が取

り組んでいる保護されたタンチョウの治療やリハビリの様子、普及啓発の様子などを、現場で撮影

された写真をふんだんに使って紹介しています。 

保護活動の成果で生息数が回復しているタンチョウですが、その結果、タンチョウたちは人間の

近くで生活を始めています。その生息環境には、道路や電線、ネットやフェンスなど、タンチョウに

とって脅威となるものがたくさんあり、事故で死んだりケガをしたりするタンチョウも増えていま

す。一方で、農業被害など、人とのあつれきも見え隠れするようになってきています。 

パネル展を通じて、改めて「タンチョウの今」を感じ

て頂ければと思っています。生息数が増えたからと言

って、保護活動は終わりではありません。この先、人間

とタンチョウがよりよく共生していくために、ぜひ、

一緒に考えてもらえたら嬉しいです。 

「この先、タンチョウと仲良く暮らすために 

＿なにができるかな？」 

「1羽でも事故にあうタンチョウが  

＿＿減りますように！」   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車衝突 

２０％ 

14％ 

6％ 



くしろエコ・フェア２０２２に参加して～そしてこれからの展望    

海ねこみなと会 

私たち海ねこみなと会は、将来に向けて持続可能な社会を目指すため、市民の視点か

ら知恵を出し合い行動に繋げることを目指す会として、今年の２月に３名の仲間で立ち

上げました。また、加えて顧問には、くしろエコ・フェア実行委員会の田丸典彦氏に就

任していただいております。 

下記通り、この度の「くしろエコ・フェア」参加について、海ねこみなと会の報告を

いたします。 

  

１． 展示方法 

⑴ パネル展示 

⑵ 対面にて説明 

 

２． 内容 

⑴ 海ねこみなと会の組織と活動について 

⑵ 環境問題に関する意識調査 

① 紙ベースとウェブフォームによるアンケートの実施 

② ２１０件の回答が寄せられた。 

③ 集計し、ポスター作成掲示。意見が多数であったためポスターに掲載でき

なかった回答も含めて、当会ブログで閲覧できるようにした。 

URL  https//uminekominato.livedoor.blog 

④ アンケート概略：殆どの方が、環境問題に関心があり、リサイクルやエコ

バッグ、フードロスの削減、プラスチックごみにならない素材のスポンジ

使用、農薬を使わない野菜作りなど、大なり小なりそれぞれが出来る対策

をしている。また、今回は少数意見ではあったが、関心がない方としては、

「小さな力じゃなんにもならないから」や「周りにあまり話題がない」な

どの意見もあり、意識を変えるための啓もう普及の工夫が必要と感じた。

また、今、広く周知されつつある SDGｓに関して、一時のトレンドで終わ

らせないようにしたいと考える。 

 

３． 海ねこみなと会からの感想 

新型コロナウイルス感染症の拡大後、初めてのくしろエコ・フェアということで、感

染症にも最大限配慮したパネル展示がメインのエコ・フェアでしたが、一般の方、参加

者の知人、行政や企業の方など様々な方にご来場いただけました。出展者間の交流を通

して情報や意見交換もできました。特に、環境保全課の方に「廃プラは助燃剤となって

いて、燃えるゴミの水切りをよくすること助燃剤の量が減らせる」ということ等教えて



貰うなど横のつながり、そして何よりも会の活動を地域の幅広い年齢の方々に伝えられ

る機会になり、海ねこみなと会としても大変有意義なイベントとなりました。これから

の活動に生かしていくとともに、次回もぜひ参加させていただきたいと思っています。 

 

 

海ねこみなと会からのつぶやき 

最近異常気象、自然災害が増えていて「この先どうなるの？」と思ったりしませんか？ 

 

明治時代頃（今から約 150 年位前）から人間は石炭、石油を大量に使い続けたことで今

の環境汚染に繋がっていると分かりました（IPCC 報告）  

 

夏の間、釧路に長期移住される方が沢山いらっしゃいます。本州の暑さは、想像を絶する

ものがあるそうです。今でも 10 年に一度レベルだった熱波は、明治時代に比べたら 2.8 倍

になっており、更に気温が 1.5 度上昇すると 4.1 倍になるそうです。 

 

気候変動という課題に加え海洋汚染という環境問題も私達は抱えています。その一つに

マイクロプラスチックによる海洋汚染があります。海に増え続け、健全な生態系に影響を及

ぼすマイクロプラスチックが、スポンジ、アクリルたわし、メラミンスポンジからも発生し

ていることが、残念ながら余り知られていません。 

市民としてできる小さな一歩として、製造、処理過程で CO2 の排出が少ないコットンたわ

しの紹介や環境問題対策の情報も発信しています。 

 

 

以下会の HPやブログ、SNSのアカウントの QRコードです。 

もしよろしければ見て頂ければ幸いです。  

 

  

                                              

                                        

                                        

                                       

                                       



くしろエコ・フェア クイズラリー 
 

 くしろエコ・フェア 2022では、2019に続いて参加型の企画「クイズラリー」を実施

しました。 

各展示団体さんの掲示物・展示内容からクイズを出していただき、参加していただく 

と粗品をプレゼントという形で行いました。 
 

 

クイズラリー問題一覧（答えは一番最後にあります！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆釧路湿原自然再生協議会 再生普及行動計画オフィス 
 

Ｑ１．「シマエナガ」は卵をいくつ産むでしょう？ 

① １～２個 ② ７～13個 ③ 15～20個 

◆釧路市教育委員会マリモ研究室・釧路市動物園ツル担当 
 

Ｑ３．今年はタンチョウと阿寒湖のマリモが天然記念物に指定

されてから何年目の年でしょうか。 

 

◆冒険の杜プロジェクト 
 

Ｑ４．北海道の森林面積は 554 万 ha で、全道面積の 71％、全国の森林

面積の 22％を占めています。森林面積のうち天然林は 67％、人

工林は、針葉樹(トドマツ・カラマツ)と広葉樹(ミズナラ・カン

バ類・シナノキ・カエデ類)どちらが多いでしょうか。 

 

◆釧路の魅力を創る会 

Ｑ５．春採太郎(砂岩脈(サンド・ストーン・ダイク))は釧路市の文化財に指定さ

れていますが、下記３つのうち、どれに指定されているでしょうか。 

① 市指定天然記念物 ② 市指定史跡 ③ 市指定特別天然記念物 

◆北海道釧路総合振興局 
 

Ｑ２．ゼロカーボンについて、説明しているものは次のうちどれでし 

ょうか。 

① CO2 などの温室効果ガスの排出量と森林などによる呼吸量を同じに

すること。 

② CO2などの温室効果ガスの排出量をゼロにすること。 

③ 森林などによる温室効果ガスの呼吸量をゼロにすること。 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=chXYHv0%2b&id=ADC2ED5F9C046986706EF4B739A7A7317421CE36&thid=OIP.chXYHv0-MocqzDkMoqSx9QHaGQ&mediaurl=https://th.bing.com/th/id/R.7215d81efd3e32872acc390ca2a4b1f5?rik%3dNs4hdDGnpzm39A%26riu%3dhttp://1.bp.blogspot.com/-yONQZroNEoA/U1T3xkqEFlI/AAAAAAAAfW4/BO5VLsLGeqU/s800/bird_shimaenaga.png%26ehk%3dgRpQQ8TX9AlH8zDVUACrdbG1F%2bikcZ5w0ywuJWFPw7E%3d%26risl%3d%26pid%3dImgRaw%26r%3d0&exph=676&expw=800&q=%e3%82%b7%e3%83%9e%e3%82%a8%e3%83%8a%e3%82%ac+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608051658791019858&FORM=IRPRST&ck=34BCA72187DF4EA1F267C062F22EF009&selectedIndex=0


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「クイズラリーを終えて」 
 

今年は、会場を商業施設のイオンモール釧路昭和から釧路市中央図書館 

に変更し、コロナ禍の中、久しぶりに開催することができました。 

たくさんの方に、パネルをじっくり見ていただき、多くの参加者に景品 

を渡す事ができ大変喜んでいただけました。 

来年も実施する際はよろしくお願い致します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

◆釧路キノコの会 
 

Ｑ７．地球の生き物の中で、キノコはどの仲間に入りますか？ 

① 動物 ② 植物 ③ 菌類 

 

Ｑ１～②７個～１３個 ／Ｑ２～① ／Ｑ３～７０年 ／Ｑ４～針葉

樹 ／ 

Ｑ５～①市指定 天然記念物 ／Ｑ６～③３０００個 ／Ｑ７～③菌

類／Ｑ８～イヌサフラン(コルチカム) ／Ｑ９～③プルトニウム ／

Ｑ10～約１．５トン ／ 

 

◆釧路野外教育委員会 

Ｑ８．秋に紫色の花がきれいなので庭に植え、春の葉をギョウジャニンニク

と間違えて食べて、多くの死亡事故を起こす園芸植物の名前はなんですか。 

◆市民フォーラム 946 
 

Ｑ９．広島に落とされた原爆には、核物質としてウランが使われました。で

は、長崎に落とされた原爆にはなんという物質が使われましたか。 

① マグネシウム ② ジルコニウム ③ プルトニウム 

クイズラリーの 

解答はこちら→ 
※逆さまにしてご覧下さい 

◆釧路ガス株式会社 
 

Ｑ１０．エネファームを使うだけでどれくらい C02が削減できる？ 

 

◆釧路シャケの会 
 

Ｑ６．鮭の一腹の卵は、だいたい何個でしょうか。 

① 10000個 ② 7000個 ③ 3000個 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=q22iITBd&id=78D7C97E7429FCE0798F60995EE1112EFDD20A7A&thid=OIP.q22iITBdKHJsoGjHk33YQQAAAA&mediaurl=https://thumb.ac-illust.com/34/34eaa1c5cbbd5dd8d7998a18129fe90d_t.jpeg&exph=340&expw=340&q=%e3%82%af%e3%82%a4%e3%82%ba%e3%83%a9%e3%83%aa%e3%83%bc+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608051426864729806&FORM=IRPRST&ck=DEB8838622540CA6C0DB45D8C7E62AFC&selectedIndex=2
https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=pz89IUMs&id=B36EB4F9FB06B9F58235B8145957AFE10CE88E1C&thid=OIP.pz89IUMs4Y_KyvkKK8KWTAHaIw&mediaurl=https://1.bp.blogspot.com/-Qec8tKinr_o/VCkbguVH6-I/AAAAAAAAnII/ifsr6_x3WXw/s800/hirameki_man.png&exph=800&expw=676&q=%e3%81%b2%e3%82%89%e3%82%81%e3%81%8f%e3%81%93+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608017737131971128&FORM=IRPRST&ck=93CED51799BB1CF95182D201CBF6A7F8&selectedIndex=2


 

 

 

今年のテーマは「SDGs」～自分にできること～ 

募集要項 

ポスター・・・四つ切画用紙使用 一人１点まで 

画材、画用紙の縦・横使用は自由 

 

応募方法 

  ポスター・・・「エコポスター応募用紙」を作品の裏に添付 

  学校または直接「釧路市民活動センターわっと」へ提出 

 

応募期間 ６月２３日～９月３日 

 

応募資格 小学生 中学生 高校生 一般 

 

審  査 ９月７日 田丸実行委員長および 

審  査 6月 22日 事務局員により厳正に審査 

 

発  表 ９月１７日 釧路市民活動センターわっとのホームページ に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 受  賞  作  品  

応募総数：１３作品 

【金  賞】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 

 

  

【銀  賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【節電で止める温暖化】 
鳥取西中学校 3年 土井 結愛 

【最後まで残さない晩餐】 
愛国小学校 5年 村井 咲月 

【海の生き物が困ってる】 
大楽毛小学校 5年 南川 悠真 



【銅 賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

【陸の豊かさも守ろう】 
愛国小学校 5年 高橋 結愛 

【守るべき自然】 
真龍中学校 3年 根布谷 祐歩 

【木を大切に】 
共栄小学校 4年 上村 遥音 



【奨 励 賞】 

                       

 

 

 

 

 

 

     

 

 

【佳 作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 STOP ゴミ箱じゃない！】 
愛国小学校 4年 須藤 萌衣 

【魚がゴミをいっぱい食べて絶滅する可能
性があるから、絶対にゴミを捨てないで！】 
鶴野小学校 1年 島崎 斗碧 

【きっとできる】 
愛国小学校 4年 細野 陽菜子 

【つくる責任 つかう責任】 
鳥取中学校 3年 細川 優衣 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【節電で未来を開こう】 
愛国小学校 5年 岡村 愛菜 

【ポイ捨てではなくごみ箱へ！】 
愛国小学校 5年 黒滝 琴音 

【海をきれいに！】 
愛国小学校 6年 手塚 沙凪 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=4CsP19gK&id=285651028D5F108B3630253C17B48F3835B13BDD&thid=OIP.4CsP19gKJR1UCUfRSX4XmwHaEh&mediaurl=https://lh5.googleusercontent.com/proxy/gRPZaLfwxwHyKOWw9pyb8unKYQpoM2hYcpxZ6ai14LR2omrE0vQRZUoIpdcPHl7bZ1ffkXA0UHRqCGZ9IPASi4oXYoI7Pl8%3ds0-d&exph=643&expw=1051&q=%e3%82%a8%e3%82%b3+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=607987290121589307&FORM=IRPRST&ck=8E13946941B384669AD3D242385A7E1C&selectedIndex=50


くしろエコ・フェア２０２２ 来場者アンケート集計 

（アンケート件数：３９件） 

  

◆学校・年代 ◆エコフェアを何で知りましたか 

                       

 

 

 

◆普段は環境問題 

・エコロジーに 

関心ありますか  

◆SDGｓの目標番号４，７，１１， 

１２，１３，１４，１５の中で最も 

関心のあるものは （複数回答可） 
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インスタ：２件  

新聞：２件 

 



◆印象に残った展示はどれですか （複数回答可） 

 

◆ご意見・ご感想◆ 

 

【小学生】 

○総合で今習っているので参考になると思った。 

○キノコがきん類だと知ってびっくりした。 

○シャケが 3000個も卵を生むのを知ることができた。 

 

【４０代】 

○とても勉強になりました。 

 

【７０代以上】 

○エコ問題は一人ひとりが関心を持ち、実行しなければ絵に描いた餅に 

なってしまう。 

○多くの人が自分のこととして、行動することが大切と思いました。 

○今日はありがとうございました。 

○りっぱな展示物でした、御苦労されたものと感心しております。 
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釧路新聞 掲載記事 2022年 9月２０日（水） 

 

 



北海道新聞夕刊 掲載記事 2022年 9月 27 日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



釧路新聞 掲載記事 2022 年 10 月 3 日（月） 

 

 



    

くしろエコ・フェア２０２２ ご協賛企業・団体一覧 

 

ありがとうございました  
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くしろせんもん学校 

釧路短期大学  

北海道教育大学釧路校   

釧路信用金庫      

釧路信用組合  

大地みらい信用金庫   

環境コンサルタント株式会社   

拓北地下開発株式会社     

釧路ガス株式会社 

コープさっぽろ釧路地区本部 

 株式会社リラィアブル 

ＪＵ釧路 釧路地方中古自動車販売協会・事業協同組合 

株式会社釧路厚生社 

一般社団法人日本自動車連盟釧路支部 

株式会社釧路製作所 

岩倉建設株式会社 釧路営業所 

沢田建設株式会社 

葵建設株式会社 

株式会社田中組 道東支店 

ネイチャーテック釧路株式会社 

 

 

※順不同 敬称略    

 



2022年 １月 １３日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

３月 ２４日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

４月 １４日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

４月 ２７日 くしろエコ・フェア2022実行委員会

　〇開催場所　釧路市中央図書館 ７F多目的ホール・展示室

　〇エコポスター募集決定

　〇クイズラリー実施決定

５月 ２５日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

６月 １５日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

６月 ２２日 協賛協力依頼

６月 ２３日 教頭会参加（エコ・フェア2022参加協力依頼）

７月 １３日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

７月 ２０日 協賛協力依頼

７月 ２１日 協賛協力依頼

８月 ４日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

８月 ２４日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

９月 ７日 エコポスターコンクール選考会

９月 １１日 釧路市中央図書館　会場事前調査

９月 １２日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

９月 ２１日 くしろエコ・フェア2022実行委員会・事務局会議

１０月 １日 くしろエコ・フェア2022開催

１０月 １９日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

１０月 ２０日 エコポスターの返却とお礼の挨拶回り

１１月 ９日 くしろエコ・フェア2022実行委員会

１１月 ２２日 くしろエコ・フェア2022事務局会議・報告集作成作業

１２月 １４日 くしろエコ・フェア2022事務局会議・報告集作成作業

2023年 １月 １８日 くしろエコ・フェア2022事務局会議・報告集作成作業

2月 ２２日 くしろエコ・フェア2022事務局会議

2月 末日 くしろエコ・フェア2022報告集完成（予定）

くしろエコ・フェア2022 事務局業務の流れ



 

『くしろエコ・フェア』実行委員会規約 

 

 

1 名称 

  この会は『くしろエコ・フェア実行委員会』と称し、事務所を釧路市民活動センター  

わっと内に置く。 

 

 

 2 目的 

  この会は環境に関心のある様々な団体・個人が集い、くらしと環境について考える場を

共有し、次世代によりよい環境を伝えることを目的とする。 

               

 

 3 構成 

  この会に代表者１名、副代表２名、事務局長、会計、監事２名を置く。 

  代表は実行委員会の運営を統括し、副代表は代表を補佐する。 

  事務局長は運営全般及び実行委員会の活動に関する事務を行う。 

会計は実行委員会の活動に伴って発生する会計についての事務を行う。 

監事は会計及び業務監査を行う。 

 

 

 4 経費 

  実行委員会の活動に要する経費は、参加団体・個人が負担する。 

 

 

 5 その他 

  この規約に定めるものの他、必要事項は、実行委員会に於いて決定する。 

 

 

 ＜付則＞ 

  この規約は２００７年３月２８日より施行する。 

  この規約は２０１１年８月８日より施行する。  

  この規約は２０１２年４月７日より施行する。 



編集後記 
 

 2019 年 6 月にイオンモール釧路昭和で開催した後、2020 年・2021 年とコロナ禍の中、

エコ・フェアを中止せざるを得ませんでした。 

2022 年になって、コロナの流行がどのようになるかわからない中、パネル展示だけなら

感染の危険を避けられるのではないか、ということで開催を決めました。それまで環境月間

の 6 月開催でしたが、SDGs 週間(9 月 25 日を含む週)に近い 10 月 1 日開催としました。会

場には釧路市中央図書館の協力を得て、7 階の多目的室と展示室をお借りすることができま

した。エコ・フェアとしては初めての場所で、慣れない中、バタバタとしている私たちにご

協力くださった図書館の職員の皆様に感謝申し上げます。 

 

例年、学校や、環境に注力されている企業様などに、協賛を求めて訪問させていただいて

おります。二年間の休みの後、また、コロナ禍によって企業の厳しさが報道される中、私た

ちの活動に協力してくださるか、一抹の不安も抱えながら久しぶりに訪問させていただきま

した。ブランクがあったにもかかわらず温かく賛同してくださり、多くの学校・企業様から

再びの協力を得、開催にこぎつけました。 

また、公益財団法人北海道青少年育成協会から基金運用益交付金を得ることができ、この

報告集をお届けできることとなりました。 

イオン昭和店の「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」で事務用品などを購入す

ることができました。皆様もイオン釧路昭和店でお買い物のた際は、毎月 11 日の黄色いレ

シートを「くしろ エコ・フェア」のボックスに入れてくださると幸いです。 

多くの方々に支えられて「くしろ エコ・フェア」を開催できました。ここに改めてお礼

申し上げます。 

 

出展者の皆様には初めての場所で不慣れな中、事務局の不手際もある中、御尽力いただき

ありがとうございました。それでも、今回は比較的狭いスペースということもあって、ほか

の出展団体のブースが目に入り、行きやすく、交流も深められたのではないかと思います。 

図書館という場所によるところが大きいかと思いますが、来場者の皆様は、様々な事柄に

対して真摯な姿勢で向かわれる方々が多いのだと感じました。こまかい字の多いパネルも真

剣に読んでくださっている姿が多くみられたことが印象的でした。ご来場くださった皆様に

感謝申し上げます。 

小中学校のご協力を得まして「エコポスターコンクール作品展」を開催しました。これま

ではエコ標語も募集したのですが、数が多すぎて事務局員では選考に苦慮する場面もあり、

ポスターのみの募集としました。ご協力ありがとうございました。 

 

このエコ・フェアは単年度ごとに開催の可否を決めてきたのですが、2007 年以降、コロ

ナで 2 回中断した以外はずっと続けてきた活動です。各団体の高齢化もあり、若い人、新し

い団体の参加が望まれるところです。皆様のお声がけなどありますと今後の活動を継続して

いけるかと思います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

 

 

くしろエコ・フェア実行委員会 事務局長 鈴木 仁 


